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序

富山県民のボランテイア活動 に姑する関心の高まる中で,「遺跡の発

掘 を遠 くか ら見るだけでな く,実際に自ら体験発掘 したい」 という方々

に,ボ ランテイア参加 を募 ってその希望 を叶え,埋蔵文化財の保護意識

を深めていただこうと計画 し,平 成10年 度から発掘体験講座 として実施

してきました発掘調査本報告書をここに上梓する逗びとなりました。

できるだけ広い範囲か ら多数のボランティア参加 を願おうという目的

で県内各地域 を代表する遺跡を選びました。平成10年 度は婦負地区から

婦中町勅使塚古墳,H年 度は新川地区から上市町永代遺跡,12年 度は砺

波地区から福野町安居窯跡群,13年度は射水地区から小杉町中山中遺跡

を選び調査発掘 し,そ の概要は既 にレポー トとして速報いた しました。

14年 度は 4遺跡すべての本格整理作業 を行い,こ こに最終報告書 を刊行

する次第です。

それまで富山県の史跡指定 となってお りましたが未発掘のため年代 は

おろか墳丘の形 さえも不詳であった勅使塚古墳は,今回の発掘調査 によ

る出土遺物から3世紀末 と断定でき,全長66mの ,低平で撥形に開 く前

方部に非常に高い後方部がつ く出現期の前方後方墳であることがわか り

ました。また後方部中央に埋葬施設の存在 を確認 しています。永代遺跡

では縄文時代中期の土器,石器 を伴 う盛穴住居,安居窯跡群では飛鳥時

代の多数の須恵器を焼いた窯 を 2基確認,そ して中山中遺跡では弥生時

代末～古墳時代初期の住居を調査 しました。

この体験発掘調査は規模の小 さい発掘ではあ りましたが, 4遺跡の今

後の遺構策存措置を講 じるための大切な基礎資料が得 られたと考えてい

ます。

暑い季節の竹薮等の湿気の中で奮闘されたボランティアの方々のご苦

労に厚 く感謝いたします。

平成15年 3月

富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所長 桃 野 真 晃



例

本書は富山県婦負郡婦中町勅使琢古墳 。中新川郡上市町永代遺跡 。東砺波郡福野町安居窯跡群・

射水郡小杉町中山中遺跡の発掘調査報告書である。

調査は富山県教育委員会からの委託を受けて,財団法人富山県文化振興財団が行った。

本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間  勅使塚古墳 平成10(1998)年 8月 3日 ～平成10(1998)年 10月 16日

永 代 遺 跡 平成ll(1999)年 8月 6日 ～平成11(1999)年 10月 2日

安居窯跡群 平成12(2000)年 6月 26日 ～平成12(2000)年 8月 9日

中山中遺跡 平成13(2001)年 9月 3日 ～平成13(2001)年 10月 19日

整理期間  平成14(2002)年 4月 1日 ～平成15(2003)年 3月 31日

本書の編集・執筆は,上野 章,酒井重洋,中川道子,青山裕子が担当し,執筆分担は文末に記

した。

発掘調査の準備計画から本書の作成に至るまで,下記の方々や機関から多大な御教示・御協力を

得た。記して謝意を表したい。 (敬称略)

宇野隆夫,各願寺,片井義雄,川田工業株式会社,共栄土木,地域生活支援交流ハウスふらっと,

都出比呂志,藤田富士夫,安川邦雄,山内賢―,山口松蔵,若松伸廣,若松文夫,富山大学人文

学部考古学研究室,富山県民生涯学習カレッジ,富山県立ふるさと養護学校,上市町教育委員会 ,

小杉町教育委員会,福野町教育委員会

例

本書で示す方位は全て真北である。

挿図の縮尺は各図の下に縮尺率を示す。なお遺物写真図版の縮尺は統一していない。

遺構の略号は以下のとおりである。

SD:溝 , SI:竪穴住居, SK:土坑, SP:柱穴, SX:その他

遺物は遺跡毎に違番を付す。遺物番号は写真図版中の遺物香号と一致する。

遺構図中の地山はスクリーントーンで示す。それ以外は,それぞれの図 。文を参照されたい。

遺跡の略号は,勅使塚古墳19T Z,永代遺跡32E T,安居窯跡群33Y S,中 山中遺跡22N Nで ,

遺物の注記には略号を用いた。

土層注記・遺物の胎土・色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究

所 色票監修「新版標準土色帖」を使用した。
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第 I章 ボランティア埋蔵文化財保護活動

1 事業趣旨

近年,埋蔵文化財に対する一般県民の関心が高まり,発掘調査に参加したいという声が強くなって

きている。この要望に応えて,埋蔵文化財の分野においてもボランティアを募り,優れた人材を吸収

してその社会活動の場を広げ,ま たボランティアが発掘調査を実際に体験することにより,埋蔵文化

財の保護意識を深めていくものである。

2 事業概要

平成10年度から5ケ年の限定で富山県ボランティア埋蔵文化財保護活動事業が企画された。その事

業の一環として,県内各地域各時代を代表する遺跡を選び,初年度の平成10年度は婦負郡婦中町勅使

塚古墳,平成■年度は中新川郡上市町永代遺跡,平成12年度は東砺波郡福野町安居窯跡群,平成13年

度は射水郡小杉町中山中遺跡で発掘徐験講座を,平成14年度にはその4遺跡から出土した遺物の整理

仰験講座を実施した。各年度の廷べ調査面積,ボランティア調査・整理延べ参加人数は以下に記す。

平成10年度 勅使塚古墳 390♂ , 137人

平成11年度 永 代 遺 跡 3馳♂, 107人

平成12年度 安居窯跡群 168ぜ , 107人

平成13年度 中山中遺跡 241.5ぜ , 109人

平成14年度 整 理 体 験 45ノ(

3 受 講 者 (敬称略,五十音順)

荒木宗男 池田栄蔵 池田孝一 市島靖子 上田伸一

金子 清 喜多 稔 京田悦子 小西景子 澤村清子

高木美奈子 高島幸代 高見益代 竹田 勤 田中清章

伏黒日出松 藤島牧子 二上玲子 堀 康廣 牧野寛史

宮井裕子 村林千鶴子 安川邦雄

往蔵久雄 岡崎 茂 岡崎真理 嘉指義夫

清水信義 志村幸光 杉木信子 高木末吉

西田弘二 野田正美 広田喜重

増山嘉奈恵 松城由佳 松本孝司

第 1図 遺跡位置図



第 I章 ボランティア埋蔵文化財保護活動

4 調査・整理体制

平成10(1998)年 度

総  括 桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

庶  務 宮成真幸 埋蔵文化財調査事務所主任    江本裕一 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 池野正男 埋蔵文化財調査事務所調査第一課課長

調査担当 中川道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 二島道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

調査指導 西井龍儀 富山考古学会幹事

平成ll(1999)年 度

総  括 桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

上野 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 宮成真幸 埋蔵文化財調査事務所主任    江本裕一 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 狩野 睦 埋蔵文化財調査事務所調査第二課課長

調査担当 酒井重洋 埋蔵文化財調査事務所調査第二課係長

吉田裕子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 深堀 茜 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

調査指導 西井龍儀 富山考古学会幹事

平成12(2000)年 度

総  括 桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

上野 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 竹中慎一 埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐 江本裕一 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 狩野 睦 埋蔵文化財調査事務所調査第二課課長

調査担当 酒井重洋 埋蔵文化財調査事務所調査第二課係長

吉田裕子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 深堀 茜 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

調査指導 西井龍儀 富山県文化財保護審議委員

平成13(2001)年 度

総  括 桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

肥田啓章 埋蔵文化財調査事務所副所長   上野 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 竹中慎一 埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐 江本裕一 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 酒井重洋 埋蔵文化財調査事務所調査第二課課長

調査担当 青山裕子 埋蔵文化野調査事務所文化財保護主事 深堀 茜 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

調査指導 西井龍儀 富山県文化財保護審議委員

平成14(2002)年 度

総  括 桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

肥田啓章 埋蔵文化財調査事務所副所長   上野 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 竹中慎一 埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐 広田英貴 埋蔵文化財調査事務所主事

整理総括 酒井重洋 埋蔵文化財調査事務所調査第二課課長

整理担当 中川道子 埋蔵文化財調査事務所主任    青山裕子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

整理指導 西井龍儀 富山県文化財保護審議委員



第Ⅱ章 発掘調査

1 勅使塚古墳

A 遺跡の概要

婦負郡婦中町は,富山県のほぼ中央に位置し,町の北および東は富山市に接し,南は八尾町・山田

村,西は砺波市・小杉町に接している。地勢は,東部に神通川と井田川により形成された扇状地が広

がり,西部は呉羽丘陵から射水丘陵,牛岳へと連なる丘陵性山地が占める。

富山県指定史跡「勅使塚古墳」が位置する射水 (羽根山)丘陵は,北 に連なる呉羽丘陵とともに富

山平野のほぼ中央に突出し,こ れを東西にほぼ三分する低丘陵で,旧石器時代～近世に至る集落・墓

地・生産遺跡・城館など多種多様な遺跡が存在し,県内の遺跡密集地帯の一つである。旧石器時代～

縄文時代草創期の遺物は,その多くが単独出上であるのに対し,縄文時代前期～後期には平岡遺跡・

二本榎 I遺跡等の集落遺跡がみられ,こ の丘陵が生活拠点となっていることが窺える。これに対し,

弥生時代～古墳時代の集落遺跡は,弥生時代中期の千里C遺跡,後期後半～古墳時代前期の富崎赤坂

遺跡,宮崎遺跡,鍛冶町遺跡,千坊山遺跡,南部 I遺跡,古墳時代後期の下邑東遺跡等が丘陵辺縁部

から河岸段丘上にみられる。丘陵上には多数の墳丘墓・古墳があり,県下でも有数の古墳密集地とな

っている。勅使塚古墳は標高約130mの小丘陵先端に立地し,その周辺だけでも,北約500mに小さな

谷を挟み国指定史跡「王塚古墳」,南約500mに 5基の方墳からなる五ッ塚古墳群,東の低位段丘面に

9 確山砦遺跡

雪崎遺跡 小生 古代 中世 近世

茶ノ山古墳 小生?

析町横穴蔓 雪墳?

F邑遺跡

雪谷城跡

“

世

蕊坂 Ⅱ道跡 ■世

菫花寺遺跡 ■世

言崎城西遺跡 電文

下瀬向山遺跡 不明

501 森日山砦 申世

第 1表 遺跡一覧第 2図 周辺の遺跡



1 勅使塚古墳

小長沢 3号墳・新町大塚古墳がある。古代には東側裾部に形成された低位段丘面に新町Ⅱ遺跡等の集

落遺跡,丘陵北側は須恵器窯跡群,製鉄遺跡群が密集した一人生産地となってお り,古代以降急激に

開発が進んだことを窺わせる。また,神通川流域は飛騨に抜ける陸路の幹線で,当地は古代から交通

の要衝であったとみられ,中世には山城が多 く築かれている。

B墳 丘 (第 3～ 9図 )

かつて勅使塚古墳はその形状を前方後円墳とする考えと,前方後方墳とする考えとがあり,規模に

ついても正確な測量図がない状態で全長75mと され,王塚古墳との先後関係についても諸説あった。

そこで,富山大学人文学部考古学研究室による精緻な測量調査が行われ,全長70mの前方後方墳であ

るとされた〔富山大学1990〕 。隅九方形の後方部には三段築成の可能性があること,前方部と後方部の

主軸がずれているのは立地する地形の制約と平野からの見かけをより大きく見せるためと考えられる

こと,王塚古墳より後出の前期古墳の可能性がある等の成果とともに,後方部に対し前方部の長さが

短すぎる感があること,後方部に後世の改変の可能性が考えられること,出土遺物が全 く無いため築

造時期が不明であるという問題点が提起された。

今回の発掘調査は古墳の形状,規模,埋葬施設の有無,古墳の構築時期を確定することを目的とし,

墳丘に11箇所のトレンチを設けた。測量基準杭は富山大学の測量調査の際打設された保存原点を使用

し,主軸に沿うように後方部から前方部にかけて3箇所,主軸に直交するように後方部に2箇所,前

方部に2箇所, くびれ部に2箇所,後方部コーナーに2箇所設置し,調査の進行に伴いくびれ部の確

認と,後方部コーナーを確認するため拡張区を設け,調査を行った。以下,各 トレンチ順に述べる。

1ト レンチ (第 4図) 後方部北西側 (丘陵側)に主軸と直交するように,後方部裾と周溝規模を

確認するために設定した。1'層が表土, 1～ 5層が流出土, 6層 は遺物が含まれる黒褐色シルト, 7

層は堅く締まった明褐色粘質シルト, 8層 は遺物を含む褐色シルト,16・ 17層 はにぶい赤褐色シル

ト・赤掲色シルトなどの崩落土,15層 は褐色粘質シルトの盛上である。崩落土は墳丘築造直後のもの

とみられ,ザラメ状である。 6層 は崩落が収まった後墳丘の形状が安定したことを示す。その上に堆

積する厚い流出土は後世の改変によるものと推測され,段築成のようにみえる現況となっている。後

方部裾は周溝下端となっており,標高128,02mを 測る。墳丘は地山を削り出し,標高130.25m付 近ま

で約53度の急勾配で立ち上がり,さ らに上部へはやや角度を緩める。旧表土は標高130.25m付 近に僅

かにみられるのみで,それより上の部分は盛上である。旧表上には炭化物が多く混じることから,築

造前に野焼きを行っていたと推測される。 トレンチ内では段築は確認していない。周溝の底部分はほ

ぼ平坦で,後方部裾から墳丘外側の周溝下端までの約11.5mは緩やかに傾斜しており,周溝下端の標

高は127.50m,周 溝上端の標高128.25m,肩 部へは約37度で立ち上がる。出土遺物は調査したトレン

チの中では最多で,分布は周溝底部全面であるが,特に墳丘裾に近いほど集中している。

2ト レンチ (第 4図) 後方部南西側に主軸に沿うように,後方部裾と周溝の有無を確認するため

に設定し,現況からは最も崩壊が激しいとみられた。1層 は表土, 2～ 5,8～ 12・ 16・ 17層 が流出

土, 6層 は安定期を示す灰褐色シルト, 7。 13～ 15層 は崩落上で,14層 はザラメ状である。18～ 22層

は堅く締まった盛土,23層 は旧表上である。 トレンチは現況の緩傾斜部分まで最大限に設定したが,

周溝はなく,やや傾斜 した平坦面が造られる。墳丘裾は標高128.20m,地 山削り出しで,立ち上がり

の傾斜は約40度である。標高130.40m付近には旧表上が残り,それより上は盛上である。

3ト レンチ (第 4図) 後方部南東に主軸と直交するように,後方部裾と周溝の有無を確認するた

めに設定した。 1層が表土, 2～ 9・ 15～ 18・ 21・ 22層 が流出上で,21層 には礫が混じる。10層 は安
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第 3図 勅使塚古墳 墳丘復元図 (富山大学人文学部考古学研究室作成の測量図に加筆)



1 勅使塚古墳

定期を示す黒褐色シル ト,12・ 13・ 19層 は崩落土で,13・ 19・ 20層 はザラメ状,12層 は遺物を含む。

墳丘裾は削 り出してお り,標高は126.99m,立 ち上が りは約53度 と急である。周溝は無いが,幅約 4

mの平坦面が造られ,自然地形へ と移る。遺物は墳丘裾付近の崩落土内から出土 している。

5ト レンチ (第 5図)墳 丘南東側 (平野側)に くびれ部の規模を確認するために設定 したが, く

びれ部までは達せず,前方部から後方部へと幅を狭めていく前方部の裾を確認したのみである。層位

は 1層が表土, 2～ 4層・12層が流出土, 5,6層が安定期を示す黒褐色粘質シル トで,遺物 (須恵

器)が多 く出上 した。 7～ 9。 13～ 15層 は崩落上で,8。 9層 はザラメ状である。10。 11層 には礫が混

じり,上面の標高は127mを測る。墳丘は前方部側面から裾にかけて削 り出し,傾斜は約55度の急勾

配である。墳丘裾の標高は126.88m～ 126.58mを測 り,周溝はなく,広い平坦面が造られている。

6ト レンチ (第 6図)後 方部と前方部のつなぎ部分の築造方法を確認するため,主軸に沿い設

定したもので,6ト レンテと6ト レンチ上拡張区がある。6ト レンチの層位は 1層表土,2層流出土 ,

3層 は須恵器が出上 した黒褐色粘質シル トで安定期を示す。 4層 は堅 く締まった明褐色粘質シル ト,

5層が暗褐色シル ト, 6層 が褐色粘質シル ト, 7層 は縄文土器が出土 した黒褐色シル トの旧表土で
,

旧表土は前方部先端に向かい薄 くなる。 9。 10層 は堅 く締まった盛上で,旧表土が窪む箇所に盛土を

積んでいる。11,12層 は地山に類似 している。前方部 と後方部の境は標高131.20mの 傾斜変換点で ,

地山を削 り出した平坦な前方部から,後方部側に僅かに盛土をし,緩やかに傾斜する。また, 3～ 6

層は黒色 と黄色の上が互層をなし,版築のようにみえる。

6ト レンチ上拡張区ではくびれ部を確認 した。 1層表土, 2～ 11層が流出土,12層 は6ト レンチの

3層 に対応する黒掲色粘質シル ト,13層 は堅 く締まった盛土,16層が崩落土である。盛土はくびれ部

にかけて僅かにみられる。 くびれ部裾は標高129.28mを 測 り,上端は130.67m～ 129.50mと 前方部ヘ

傾斜する。屈曲の角度は裾で約100度,傾斜変換点では鋭角気味からほぼ直角に屈曲する。

7ト レンチ (第 7図) 後方部北コーナー部分を確認するため設定 したもので, 7ト レンチと7

トレンチ上拡張区がある。 7ト レンチの層位は 1層表土, 2～ 4層が流出土, 5層 は遺物を含み安定

期を示す黒褐色粘質シル ト, 6・ 7層 は周溝内に堆積 したものである。墳丘コーナーは隅九で,地山

を削 り出してお り,コ ーナー裾の標高は127,79mで ある。 トレンチ内からは赤彩され,底部を打ち欠

いて穿孔 した壺が 1個体分つぶれた状態で出土 してお り,その場で使用・廃棄されたと考えられる。

7ト レンテ上拡張区はコーナーの形状確認のため設定 した。 1婚表土, 1～ 5。 10。 11層 が流出土 ,

6層が安定期を示す黒褐色粘質シル ト, 7・ 8層 は盛土, 9層が旧表土である。地山は傾斜変換点の

標高130.39mで緩やかなカーブを描 く。旧表土は129,90m付近にみられ,それより上部は盛上である。

8ト レンチ (第 7図) 前方部南東側に主軸 と直交するように,前方部裾 と周溝の有無を確認す

るために設定 した。層位は 1層が表土, 2・ 15層が流出土, 3～ 7層 は盛土, 8～ 10層 は旧表土,11
～14層 がザラメ状の崩落土である。裾部の標高は126.40m～ 126.29m,傾斜変換点の標高は127.47m

～127.25mと 先端に向け傾斜 している。裾から側面にかけては地山を削 り出して成形 してお り,立ち

上が りの角度は約47度である。旧表土は標高12995m～ 127.67mに 残ってお り,盛土は前方部先端部

分のみである。他 トレンチで確認 した盛土には混入物が少ないのに対 し,こ の盛土は灰掲色シル トに

明赤褐色土・黄褐色土・黒褐色上がブロック状に混 じる。周溝はなく,幅 2m程の平坦面が造られ,

自然地形へと移る。

9ト レンチ (第 8図)前 方部北西側に主軸と直交するように,前方部裾 と周溝の規模を確認す

るために設定 した。 l層が表土, 2・ 3層が流出土, 4・ 5層が周溝内に堆積 したもの, 6・ 7層 は
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崩落土, 9層 が旧表上である。墳丘裾は周溝の墳丘側下端 となってお り,裾の標高は127.58m～

127.68m,墳 丘の傾斜変換点は標高128.60mで ,旧表土を僅かに残す。墳丘側面は地山を削 り出して

お り,その傾斜は約40度 である。周溝の幅は 5～ 6.5mと 一定ではなく,前方部先端に向けて幅を狭

めながら徐々に浅 くなる。断面形はV字形をなし,墳丘外側の周溝下端の標高は127.67m～ 127.53m,

上端は128.19m～ 128.08mと 先端に向け傾斜 しており,立ち上が りの傾斜は約15度である。

10ト レンチ (第 8図) 後方部南西コーナーを確認するために設定 した。 1層が表土, 2～ 6層

は流出土, 7・ 8層 は安定期を示す黒褐色粘質シル ト, 9。 10・ 15層 は堅 く締まった崩落土,11・ 14

層がザラメ状の崩落土,12層 は旧表土,16・ 17層 も崩落上である。墳丘コーナーはやや隅九に地山を

削 り出し,裾の標高は127.76m～ 127.93mで ,コ ーナー部には小さな平坦面を確認 した。墳丘への立

ち上が りの傾斜はコーナーに向け約45度 ～40度 とやや緩やかになり,標高129,93mに 傾斜変換点があ

る。コーナーから墳頂へは約20度の勾配である。

11ト レンチ (第 6図)墳 丘北西側にくびれ部と後方部裾,周溝の規模を確認するため, 6ト レ

ンチに沿うように逆 L字形に設定 した。 1層 は表土, 2～ 13・ 18。 19・ 22～ 24層 が流出上であるが ,

23層 はとくに締まりがない。14層 は黒色シル ト,15層 は堅 く締まった崩落土,16・ 17層がザラメ状の

崩落土,20・ 21・ 25～ 28層は周溝内に堆積 したものである。 6ト レンチに平行 した部分で確認 した後

方部裾の標高は129.32mで ,後方部への立ち上が りは裾から約50度 と急勾配であるが,標高130.20m

の傾斜変換点から上へは約30度 となっている。

墳丘の復原

以上の結果から,勅使塚古墳の墳丘形態と規模についてまとめる。勅使塚古墳は前方部を北東に向

ける前方後方墳で,主軸はN-30° ―Eである。墳丘裾は地山削 り出しで成形 してお り,傾斜は裾か

らが最 も急勾配で,平野側で47～ 55度,丘陵側で40～ 53度 となっている。旧表土の標高は丘陵側後方

部で130～ 131m,前方部で128,7mであるのに対 し,平野側は前方部の 8ト レンチで127.5mと なり,

かなり差があるが,こ れは墳丘主軸を南東に伸びる尾根筋に直交させるように立地 していることによ

ると考えられる。盛土は前方部の先端のごく僅かな部分と後方部の大部分に積んでおり,現況で推測

された後方部の段築成はみられない。なお,前方部前面は急斜面の谷になっており,測量調査の際に

墳丘裾 とされた僅かな平坦部分を,本調査でも裾 と判断している。

墳丘築造前には野焼 きを行い,墳丘の丘陵側には周溝,平野側には平坦面を造る。周溝は全般的に

浅 く,後方部側が広 く,前方部に向けて狭 くなる。また,後方部南西側に向けては浅 くなり,コ ーナ

ー裾には小さな平坦面が造られていることから,周溝が平坦面となっていくものと推測する。平野側

の平坦面はくびれ部で最も広 く,前方部先端に向かい幅を狭めている。

後方部の長さ36m(主軸に沿った墳丘裾間35m),幅40m(同37m),最高点標高136.59m,裾 の標

高平均値は127.75mで ,裾標高平均値 と後方部最高点の標高との差は8.84mと なる。 くびれ部は幅10

m,最高点の標高は131.20m,裾の標高は129,28m,比 高1,92mである。前方部は長さ31m,幅 は復

元で約24m(確認 した裾間21m),最高点の標高130.55m,裾 の標高は周溝下端で平均127.63m,前 方

部最高点との比高2.92m,平野側の裾標高平均値は126.34m,前 方部最高点との比高は4.21mと なる。

墳丘の全長は66m,墳丘における最高点の標高と最低点の標高の比高は10.3m,後方部最高点の標高

と前方部最高点の標高の比高は6.04mで ある。平野側には平坦面を設け,丁寧に造つていることから,

平野からの見かけを重視 していると考えられる。以上のように勅使塚古墳は,やや四隅が突出した糸

巻き形に近い形態の後方部と,低平で撥形に開く前方部をもつ,最古式かつ定型化された墳丘形態を



r ttY関/4暗褐色主
1■5YR4/41B色 粘質■
2■ 5Y贈 /4暗 褐色シルト(loコ爵/6黄 獨色粘■10mm大 3%混 )

a■ 5YR4/4褐 色シルト(5YR4狛赤褐色粘±5～ ll mn大 10%混 )

■■5YR4/68色 シルト(10YR5/6黄 褐色 5Y馳お赤褐色粘■5～ 10mm大 ユ・●96混 )

,■ 5YR4狛網色シルト(10YR5/6黄 褐色 5YMお赤褐色粘■15mIIn大31%混 )

6■ 5YR3/2黒 褐色ンルト
■Z5Y馬/6明褐色粘質ンルト(炭イし物3%混 )

a猛 5YR4狛渦色シルト(戻イヒ物1%混 )

α IOⅥ望/4褐色シルト
107うYR41臨色粘質シルト
117うYR4/4～ 4/643色 シルト(10YR5/6黄 褐色粘土IOmm大 3%混 ,炭化物混 )

12 5YR4/4に ぶい赤褐色土
18 75YR5/6明 褐色粘質シルト

14 75YR4/6褐 色シルト(10YttI慰褐色土ユOmm大 1%混)

lS 75XR4/613色 粘質シルト
165コ望/4にぶい赤褐色シルト(10YRFO/6黄 獨色■5mm大 1%混 )

1■ 5WR4/6赤 褐色シルト
la 5WR4/2～ 4海灰獨色～にぶい赤褐色シルト(災 1ヒ物1%混 )

2トレンチ

r7うYR3/4暗 褐色土
ェァFDYR4/4B色 粘質土
2■ 5YR4/4-7鶴色土(5～ 10mm大 小石Ю%混 )

3■ 5YR5/6明 褥色ンルト(炭化物1%混)

A  ξ霧尋く紛畠晟黎分保争土
α■5YRV琢 禍色ンルト

16 75WR4/48色 シルト(炭化物鍋混)

IZ■5YR4/6褐 色シルト
I&iOYR5/1責褐色シルト

75Y単狛赤禍色ンルト(10YR5/6費 褐色土飯 n大0%混 )

&75YR4/6褐 色シルト(10YR5お 黄褐色■51nm大 5%混 ,炭化物1%混)

α75YR4/6～5/68色～明褐色シルト(loYRO/6黄 褐色■10mmttiO%混 )

i05YR4/6赤 褐色シルト(SYR4/41こぶい赤獨色主5mm大 3%混 )

■ 5YR4/4に ぶい赤褐色シルト
12 5YR4/4～ 4/61こおい赤褐色～赤褐色シルト(炭化物1%混 )

18■5YR4/63色 ンルト(炭化物3%混 )

14 5YR44/4～ 3れにぶい赤褐色～暗赤褐色シルト
15 5YR5//6明 赤鶴色シルト

,α ■5YRン 8明召色シルト
21ケ ar烈ン4にぷい褐色ンルト
22■ 5VR4/2Fx褐 色シルト
ワ37う YR3/2-3/8黒褐色～暗褐色シルト
Z5WR4浴 赤褐色シルト

2トレンチ上

「翻
!

□
盛土

‐
際 土

●  出土遺物

1ワ &∞n  3     2

:1曲

山一だ

lα ZW勲陸灰 獨色ンルト

3トレンチ

1 75YR3/4暗 褐色土 (表■ )

2■ 5yR4/43色 シルト
a■ 5YR4/3褐 色シルト(10YRFO康 獨色±10mm大 3%混 )

4■5YR72灰褐色ンルト
aイ 5YR4/2灰 褐色ンルト(10YR5/6黄 鶴色■10nm大3%混 )

67う YRVe褐 色シルト
■5YR4/4に ぶい赤褐色シルト(10YRF。ぉ蓑禍色±10mm大 5%混 ,炭化物1%混 )

&5YR4/3に よい赤褐色ンルト(5Y耶 /6明 赤召色■10mm大7%混 )

α roYRV4暗 赤蜀色シルト(5WR5/6明 赤掲色±5nlm大 3%混 )

10 75YR3/ユ 黒褐色シルト(炭化物3%混 )

■ 7うYR4/8B色 シルト(炭化物1%混 )

12 7BYR4/6褐 色シ″ト
19 5YR4/8-4/41こ ぷい赤褐色土
1■ 5YR3/4贈 赤褐色シルト(炭イヒ物1%)
1575Y離 /4欄色ンルト
16 7 0rR4/6褐色ンルト
V75YR4/6～ 5■隠 色～明褐色シ,レト(炭化物ユ%混 )

18 5YR4/6赤 褐色シルト(5YR5/6明 赤褐色■10mm大 796混 )

19 5YR4/4-ar/41こ ぶい赤褐色～暗赤褐色土

第 4図 遺構実測図 (1:100)
1.1ト レンチ 2.2ト レンチ 3.3ト レンチ



第Π章 発 掘 調 査

もつ。以下に主要な計測値を再掲する。

墳    形      前方後方墳

全    長       66m

後 方 部 長

後 方 部 幅

前 方 部 長

前 方 部 幅

くび れ 部 幅

後方部裾標高平均

前方部最高点標高

前方部裾標高 (周溝下端)127.63m

前方部裾標高 (平野側) 126.34m
C 主体 部 (第 9図 )

後方部頂のほぼ中央に4ト レンチを設定し,北東 。北西 。南東・南西の4区画に分害Jし た。後方部

中央には幅9.5mの平坦面があり,墓坑はそのほlF中央で検出し,形態は主軸に沿う長方形,規模は

1 75YR3た暗褐色土 (表■)

2わYR4/4禍 色シルト(5YR4/4にぷい赤褐色主粒5mm大 3%混 )

を熙 蹄 躁 熱 れ ,(癬 観 路 翌 篤 蛛 染 紹 難 imm大い爾 り mm
57う Yψ力黒栂色粘質シルト                               A'
&7う YR3/2黒 褐色粘質シルト
イあYR5/6明 褐色粘質シルト(炭IL01%混 )

α5YR4/4～ 4/6にぶい赤褐色～赤褐色■
lα ■5YR5/8明 褐色粘質シルト(10m亘大礫混)

0        2        41n

第 5図 遺構実測図

5ト レンチ

35m

37m

31m

約24m(復 原 )

10m

127.75rn

130.551n

後 方 部 高

前 方 部 高

くび れ 部 高

後方部最高点標高

後方部裾標高 (周溝下端)

後方部裾標高 (南西コーナー
)

後方部裾標高 (平野側 )

くびれ部最高点標高

くびれ部裾標高

最高点と最低点比高

後方頂 と前方部頂比高

8.84m

3.561n

l.921n

136.591n

128.00m

127.831n

126.991n

131.20m

129.28m

10.31n

6.髄m

5トレンチ

■ 7うYR5/6-4/6明褐色～褐色シルト(5mm大擦混)

12“YR4/4務 色シルト(炭化物1%混 )

18 ЪYR5/6明 褐色粘質シルト(黒褐色土粒5mm大 1%混 )

1■ ■5YR4/2X鶴 色ンルト

(1 : 100)



勅使塚 古墳

11ト レンチ
17うYR3/4嗜 褐色土
2 75YR74褐 色ンルト
37う YR4/2X褐 色シルト
4 75YR5お明褐色シルト(橙色■5mm大 1%混 )

575Y望冷褐色ン,レ ト(澄色■5mm大5%滉,炭化物3%混 )

67う YR4/3鶴 色ンルト(■5YRν8髄 ■10mm増 %混 )

775Y離力灰召色シルト(橙色土10mm大 3%混,炭化物ユ%混 )

8 5YR5/6～ 5/8明 赤獨色シルト(炭イヒ物1%混 )

9■勲 褐色シルト(責福色輛 n大 8%混,炭イヒ物混)

ll1 5YR4/6赤 褐色シルト
H■ 5YR4/21k褐 色シルト
12■ 5YRν 3～2/e暗 褐色～極暗褐色シルト(橙色■5%混 )

1&■ 5Y郎 /8明 褐色シルト(10Y馬 /破褐色土ユomm大5%混 )

14■ 5YRI″黒色シルト
la Z5YRν6-4/6切褐色～掘色ンルト(炭イヒ物9%混 )

ユ6 5YR44赤 福色シ″卜(炭イヒ物ユ%混 )

1■ 5YR4/4h76に おい赤禍色～赤鶴色シルト
ユa7う Y馳お禍色)レト
107うYR4/4鶴 色ンルト(澄色ヽ mm大1%混 )

207う YR5/6明 褐色粘質シルト(炭1ヒ物1%混 )

21 75YR4/2X褐 色粘質ンルト
22 75YR4/4～ 4/6縛 色シルト
23 5YR4/4に ぷい赤褐色ンルト(橙色■10mm大 3%混,炭化物8%混 )

2 75YR4お褐色ラつレト
25 75YR4/2FA褐 色粘質シルト(炭化物1%混 )

26 75YД レ℃明褐色シルト(炭イヒ物3%混 )

″ ■5VR4/38色 シルト(炭化物1%混 )

23 5YR4お ～ウ8赤褐色シルト

WI:

α75YR5/6-4/6暗 褐色～褐色ンルト(■5YR6/8橙 也土roan大 15%混 ,炭イヒ物3%混 )

ll1 5YR4/4-4/6に ぶい赤禍色～赤褐色シルト(■5YW81F色■10111n大10%混 )

■ ■5YR4/2FA召 色シルト(炭化物3%混 )

12■5コψ 9～燃 獨色粘質シルト
1&ヱ0銀44～υ鱈 色シルト(炭イヒ物3%混 )

14■5YR4/2X褐 色シルト
la Z5Y勝/6～ツ0明褐色～褐色シルト(炭北物3%混)

6トレンチ上拡張 図
1■ 5YR3/4暗 褐色土
ワ75YRV4～ 8狛禍色～浅黄7EEシ ルト(え化物1%混 )

3名5YR4/2X褐 色ンルト(7,rД,8優色■lomm～ 20mm大/Hック状混)

J名5YW2灰 福色シルト
4うYW4にぶい赤褐色シ″卜(10mm大 )

で5YM/4に ぶい赤福生シルト

'7う
YRS/8明 褐色粘質シルト

d75YRS/6-4//6明褐色～福色粘質シルト(炭イヒ物3%混 )

7 75YR3々贈編色ンルト(5YR4お 赤褐色■10mm大 5%混 )

85Y勲レ8赤褐色ンルト

第 6図 遺構実測図 (1:100)
6ト レンチ 。■トレンチ

ヱθ

下 |サ 1丁

1 75YR3独暗褐色主
275Y勲/6獨色ンルト

(10YR5/6責 褐色土粒ユll― 大■5YR3/1黒 褐色■粒5mm大5%混 )

87う YRe″～3お黒褐色～暗鶴色粘質シルト
4 75YR5/6明 禍色粘質シルト
57う YR3/4暗 褐色シルト(75YR3/ユ 黒召色■プロック状混)

0 75YR44/6格色粘質シルト(10YR5ね 黄僑色■1%カック状混)

7 75YR3/2～ 9/2黒 欄色シルト
8 75YR4/2灰 褐色ラつレト
9 5YRV鵡 色鶏質上
1075Y郎 /6～4/6明 召色～獨色粘質シルト
■ 75Y砂 8渦 色ンルト
12 75VR44/38色 シルト
la 5YR4/4に ぶい赤褐色粘質シルト

的一じ的一Ｃ
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7ト レンチ上

7トレンチ
17う YR3/4暗褐色土
ZおYR4/43色 シルト(5YR4/4におい赤褐色」5mm大3%混)

a75YR4/2～ 4/8灰褐色～獨色シルト(炭化切1%混 )

i■ 5YR3/2黒 鶴色粘質シルト
0■ 5YR5/6～ 5/8切 絡色シルト(炭イヒ物混)

■■5VR4/48色 シルト
&イ 5YR5/6明 掲色ンルト

第Ⅱ章 発 掘 調 査

7ト レンチ遺物出土状況
2

的一Ａ

7トレンチ上
r75V硝/4暗 褐色土
17う YR4/43色 ンルト(5YR4/41=ぷい赤褐色土粒5HIm大 8%混 )

2 75YR4/3褐 色シルト(炭化肋 1%混 )

8 5YR4/41こ ぶい赤褐色シルト(5YR4/8赤 褐色土粒■OVR5/6k禍 色土粒10nmttIO%混 )

4■5VR4/m色シルト(5YR● 8赤褐色主粒■OWR黄褐色土粒10mm大 20%混〉
a5YR4お赤務色粘質カレト
α■5YR3/2R獨 色粘質ンルト
■■曽 R5/6～ 4/6明 獨色～鶴色粘賓シルト(5Y馳/6赤獨色上粒lllmm大3%混,炭化物1%混)

S iOYR4/66色 ンルト(75YR2/4獨 色土疵■OYRb/6黄 渦色■粒5～15mIIn大 15%淀 )

ユα■5YR4/2X褐 色シルト(ll Y酌 /6黄褐色■粒5～ 10rtm増 %混 )

■ 25YR1/6～V6明 赤褐色～赤褐色シルト
12■57R2/2黒 lB色緒質シ″ト
1&■ 5VR4独網色シルト

8トレンチ
ユ7うYR3/4暗褐色土

■75YR4/48色 シルⅢ

13 10YR4/4～ 10YR4/6赤 褐色～赤色■ (粒子2～5mm大 )

14 111YR4/6赤 色土 (粒子1～2-大 )

157うYR4/8～ 75YR3/9褐色～暗召色シルト(炭化物3%混 )

167うYR5お明禍色シ″ト

(10VW破褐色土粒10mm為 %混 )

0 5Wt5/6明 赤褐色ンルト(10YR5/6H禍色土粒ユOnm大 3%混)

ア■5Ⅵ望/2X禍色シルト

&zFoYP/2黒 召色消質シルト
α■5YR3/4暗 褐色シルト

lα ■roYR3/2黒 召色土
■ ■5VR4/6褐 色土(炭イヒ効1%混 )

12 10YR4/6赤 色土 (炭化物1%混 )

第 7図 遺構実測図

1,7ト レンチ

(1:100)
2.7ト レンチ遺物出土状況図 3.8ト レンチ

8ト レンチ



1 勅使塚古墳

東西幅6.lm,南北長6.2m以上を測る。さらに北西 。南西の2区画は墓坑を約120cm掘 り下げ,榔の痕

跡を確認した。層位は 1層が表土, 2・ 3層が後方部最上層の盛土,11層から上部が墓坑を覆う盛土

であるが,■層は堅く締まっており,一気に覆ったものである。北西ブロック端にみられる13～ 17層 ,

南西ブロック端の19～23層 は流出土である。墓坑・梓【とも検出面は盛上であることから,一旦墳頂ま

で積まれた盛土を掘り込んで造られたもので,後方部南西側が大きく崩壊しているが,墓坑は遺存し

ているとみられる。また,墓坑の下端ラインと榔の上端ラインが近接していること,彬【の一部が竪い

白い粘土であることから,粘土彬【のような施設をもつ可能性が考えられる。

9トレンチ

9トレンチ
1 75VR3/4暗 褐色■
27お Y勲/4褐 色シルト
a75コ望わ網色シルト
47う YR3/2～ 2/2黒褐色シルト(5YR4/4にぶい黄褐色■粒飾 大2%混 )

5 75YR3/4暗 褐色シルト(炭化勤1～2mm大 1%混 )

0 75YR4/6褐 色シ,レ ト(ュ OYRFO/6黄 禍色と位5nm大 1%混 )

■5YR4/4に ぶい赤褐色■ (ュ OYRν 6黄翻色■T25～ 10mm大 5%混)

a75Yお /6～ 5/8明褐色粘質ンルト
αヱ研rR4/ユ 鶴灰色土

10ト レンチ
1ヱ 0とR3/4暗褐色土
2ヱ熊RVO褐色シルト(炭化物1%混 )

3■ 5Y態 /4褐色ンルト(5YR4/6赤 褐色土ユOmm大3%滉 )

5■ 5Y箪/3～ 4/41B色 シルト
G Z5YRν 3～4/3暗 褐色～褐色粘質シ,ント(炭イヒ勤1%混 )

イ■5YR3/2～ 2/2黒 褐色IIb質 ンルト
&■ 5VR4/2～ 3/2FA褐 色～黒褐色シルト(及イヒ勤1%混 )

α■57R5/6-4/6明褐色～褐色シルト(炭イヒ物3%混)

105コ望/6赤褐色シルト(炭イヒ物3修混)

■ 5YR4/4～ V3にぶい赤褐色シルト
12 75YR3/3～ 3れ暗褐色シルト
13 75YR4/4～ 4/6褐 色シルト(炭イヒ物1%混 )

14 5YR4/4によい赤鶴色シ,ント
15 5YR4/6-4/8赤 僑色ンルト
167うYR4/6褐 色シルト(炭化物1%混 )

17あYR5/8明 褐色III質 シ,レト(炭化勁混)

c 10ト レンチ

|

第 8図 遺構実測図

1.9ト レンチ
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2.10ト レンチ
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悟 ぞ 引§
Iア 5Ⅵ證独暗褐色土
2■ 5WR2狛権暗褐色カント側 助 0%混 )

&イ 545/8明 4B色 シルト(炭化切3%混)

4■ 5YR4/4-4/63色 シ,ント(7う YR4/2X褐 色粘質■20mm大3%混)

a■ 5YR5/8明 褐色シルト(10YR5/6責 覆色■ 5YR4/84網 色■5-31 an大
20%混 ,炭化物3%混 )

5!75YR5/8明召色シルト
0 5YR5/6明 赤褐色ンルト(10Ⅵも/6黄 褐色粘質上∞%ブロック状況)

■751R4/2-4/8K褐 色～褐ねシルト(10M閣 /6黄召色粘質■ 7うYR3/1黒
褐色務質■S-311almttm%滉 )

&5YR4/8-勝 褐色～明赤褐色粘質シルト(5コもん切赤鶴色粘質主
211-大3鯵混)

'5YR5/4に
よい黄IB色緒質シルト(7う YR2/2黒 獨色ンルト帝状に混)

10 5YR4/8～ 5/8赤 褐色～明赤獨色粘質シ″ト
110は赤褐色粘質カント(10YRo/6費 縄色粘質■ 5YR5/6明 赤褐色粘質わ

～20Hlm大 40%滉 ,炭化物3%混 )

12 7ЫR4/6～5/6褐 色～明赤福亀シルト(10YR5/6黄 禍色粘質■20mm痛
%混 ,炭イヒ効1%混)

18■57R4/21X褐 色シルト(炭4ヒ物5%混 )

147うYR5/8明 構色シルト(炭化効1%混 )

15 75YR4/6為 色シルト
ユG ttla4/6S色 シルト(5Y嚇 褐色■20mm大諺 滉)

1■ 5Yお/0明 赤褐色活質シルト
1&5YRシ争望/6明 赤褐色～赤褐色シルト(炭花物9%混 )

lα 5Y鬱 6～4/6明 赤翻色～赤召色シルト
ワα5判もん明赤褐色シルト(10VR5/6A欄色■211mm大 10%混 )

21 5YR4/4に おい赤召色シルト(10YR5/6黄 機色当 %カ ッ翔 覗 )

22 2rDYR4/68色 シルト(炭化切3%混 )

つa5YR4/6-ツ 6赤縛色～明赤縄色結質シルト
2275Ⅵ 鴫盗明褐色ンルト(■5YR6/6横 色■つOInntt10%滉 )

25 5YR4/6赤 褐色シ″ト
26 5VR5/6明 赤褐色シルト(炭イヒ物3%vIE)

27 5YR4/6-嚇 褐色シルト
28わYR5/8-5/6明褐色粘質ンルト
2α 511R4/4に ぶい赤禍色シルト(炭化物1%混 )

第 9図 遺構実測図 (1:100)
4ト レンチ

e05YR4/4に ぶい赤褐色シルト(10YRν 6黄褐色粘質■40%‐/11ッ ク状混,炭花物3%混 )

31 5YR4/8赤 褐色シルト

82・●YR5/6明 赤褐色粘質シルト
3a5YR5/8明 赤褐色粘質シルト(炭IL91%混 )

34 5YR5/6～ 4/6明 赤獨色～赤禍色粘資ンルト(lllYR 5/6黄 召色粘質■ 75YR3/1黒欄色粘質■10～50mm大20%混 )

3a5YR4/4に ぶい赤褐色粘質シルト(75YR3/1黒 褐色シル稿0%カ ツク状混,友イヒ効5%混 )

36 5YR4/6‐ 4/8赤 編色ンルト(5YR5/8明 赤褐色土lllmn大 31%混 )

37 5YR4/8-4/4に ぶい赤褐色粘質シルト(闘RV8明 赤褐色粘質■20mIIl大 30%混 ,炭イヒ物8%混 )
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D遺 物 (第 10～ 12図 )

遺物は全 トレンチから出土 している。層位的には崩落土からの出上が多いが,1ト レンチ・7ト レ

ンチの周溝内から多量に出上 した以外は散発的である。以下, トレンチ毎に述べる。

1～ 65は 1ト レンチ出土。甕 (1～ 3)。 壺 (4～ 13)。 鉢・高杯 (14～ 42)。 器台 (43～46)・ 蓋

(47～ 65)がある。 1は有段口縁の甕。口縁は外傾 し,口縁帯には擬凹線文 とキザ ミを施す。 4は台

付装飾壺。外面赤彩され,体部最大径の位置に擬凹線文とキザミを施す凸帯が巡る。 7は内外面赤彩

され,やや内湾気味に伸びる口縁部または体部下端に擬凹線文を施すもので,器種不明。12。 13は壷

または鉢。高杯杯部は椀形の深い杯底部に外反 して伸びる口縁部をもつもので,口縁部が大きく外反

するものと直立気味のものがある。口縁部は無文のもの,擬凹線文を施すもの,擬凹線文とキザミを

施すものがある。脚部には比較的長 く裾部で広がるものと,「八」字に開くものがあり,円孔をもつ

ものもある。赤彩されたものは約30%を 占める。器台は出土量が少ない。43は外反する受部をもち,

受部端の狭い口縁帯に擬凹線文を施す。脚部には途中で屈曲して開くものと,「八」字に開くものが

ある。蓋にはかえりをもつもの,体部が直線的に伸びるもの,内湾して伸びるものがある。つまみに

は頂部が窪むもの,頂部が平坦なもの,頂部がやや膨 らむものがあり,601よ 頂端部にキザミを施す。

66～ 69は 2ト レンチ出土。壼 (66～ 68),蓋 (69)力 Sあ る。66は 広口壺。長 く発達 した口縁部下端

に擬凹線文を施す。69は つまみ頂部がやや膨 らみ,体部が内湾 して伸び,内外面ナデ調整である。

70～ 72は 3ト レンチ出土。二重回縁壼 (70。 71)と 蓋 (72)がある。70・ 71は 強 く外傾 した有段口

縁をもつもの。ほぼ水平な口縁部下半と外反する口縁部上半をもち,口縁部の有段部で接合 している。

73～ 76・ 79～ 83は 4ト レンチ出土。高杯 (73～ 76・ 79～ 81)と 蓋 (82・ 83)がある。高杯杯部は椀

形の深い形態である。口縁部は外反 し擬凹線文を施すものと,直線的に伸び無文のものがある。脚部

は「八」字に開くもの。蓋はつまみ頂端部にキザミを施すものと,体部が直線的に伸びるものがある。
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1 勅使塚古墳

84は 7ト レンチ出土。有段口縁をもち,赤彩された壼。発達して外反する口縁部に擬凹線文をもち,

下端にキザミを施す。口縁部内外面はヘラミガキ調整,体部外面はハケ調整後ヘラミガキ調整,内面

はヘラケズリ調整,ハケ調整である。底部は打ち欠いて穿子ししている。

77'78は 8ト レンチ出上の高杯。内外面赤彩,椀形の深い杯底部に外反して伸びる口縁部をもつ。

85は 10ト レンチ出上の蓋。かえりをもち,つ まみ頂部が平坦である。

86は 11ト レンチ出上の蓋のつまみ。

その他の時期の遺物には縄文土器 (87～ 90),須恵器 (91～ 103),石器 (104)がある。縄文土器は

小破片のため時期不明。須恵器には杯,円面硯,甕があり,時期は8世紀代である。

以上,出上 した遺物のほとんどが在来系の形態であり,調整 。加飾 (擬凹線文やキザミ等)も 弥生

時代末の様相を色濃 く残す。外来系の上器は畿内系の二重口縁壺のみで,東海系の壼 。高杯はみられ

ない。限られた調査面積のためか器種構成には偏 りがみられ,蓋の出土量が突出し,次いで高杯 とな

る。多 くは調整 も丁寧で,約250/Oは赤彩され,精製品が多い。

E まとめ

勅使琢古墳は全長66mの大型前方後方墳で,平野との比高約100mの丘陵尾根上に位置する。出土

遺物の時期は,古府クルビ式併行期で,在来系の上器様相を色濃く残す。越中に外来系土器が波及す

るのは白江式であるが,外来系の土器を殆ど含まない勅使塚古墳の上器様相は独自といえ,地域や遣

跡毎に様相が異なる可能性が高い。定型化した前方後方墳としては県内最古級 (3世紀末)と考えら

れ,勅使塚古墳周辺には先行する法仏式～白江式期の四隅突出型墳丘墓を中心とした千坊山遺跡群 ,

約 3 km離れて杉谷古墳群が存在する。千坊山遺跡群では月影Ⅱ式期に墳丘規模の大型化,前方後方形

墳丘墓・方形墳丘墓など墳形の多様化,白江式～古府クルビ式期には丘陵尾根上に大型前方後方墳 ,

丘陵辺縁部に小型前方後方墳 。方墳 。円墳で構成される墓域が造営され,よ り広域の重層的な序列化

が進む 〔婦中町2002〕 。越中4郡 における古墳出現期～前期の古墳は,前方後方墳が射水郡の二上丘

陵周辺,婦負郡の射水丘陵に多く,砺波郡では前方後円墳が卓越する。これは日本列島における西日

本の前方後円墳卓越地帯と東日本の前方後方墳卓越地帯が対峙する様相の縮図ともいえる。これにつ

いて宇野隆夫氏は西の邪馬台国勢力圏と東の狗奴国勢力圏の対峙から,古府クルビ式における前方後

円墳と前方後方墳の大型化と共通性の強まりは三大勢力の連合の結果とし,こ の時点を古墳時代の始

まりと評価している 〔宇野1999〕 。勅使塚古墳は東海の影響を受けた墳形と畿内系の上器をもつこと

から,二大勢力の融合を表わしていると考えられる。               (中 川道子)
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八尾町教育委員会 1997 「翠尾I遺跡発掘調査報告書 1』
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図版 1 後方部
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図版 2 後方部・くびれ部

1.3ト レンチ (南東から)2.
拡張区 くびれ部 (北東から)

20
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図版 3 後方部

1 7ト レンチ上 断面 (東から)2.
4,7ト レンチ 遺物出土状況 (西から)
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5,10ト レンテ コーナー (北から)

7.10ト レンチ 断面 (西から)

第Ⅱ章 発 掘 調 査

9喜

彬

予■,

ンチ 後方部コーナー (北西から)

2′



1 勅 使 塚 古 墳

4

＼ャペ

図版4 前方部
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22
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図版 5 墓坑

1.棒【検出 (北東から)2.棒 卜検出 (南西から)3.～ 5.4ト レンチ 断面
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図版6 出土遺物
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図版7 出土遺物
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2 永代遺跡

A 遺跡の概要

遺跡は,中新川郡上市町野島地内で上市川右岸の河岸段丘上に立地する。標高は100m程で,川 と

の比高差は約20mである。周辺には右岸に野島遺跡 (縄文前期～後期),野島大門遺跡 (縄文中期 )

などがある。また,対岸には玉作で知られる極楽寺遺跡 (縄文前期 。中期)や県内で初めて旧石器時

代の石器が確認された眼目新丸山遺跡 (旧石器,縄文前期 。中期),丸山A遺跡 (縄文中期～晩期 )

などが位置 している (第 14図 )。 眼目新九山遺跡では,昭和58年 に町道拡幅に伴 う発掘調査が実施さ

れ,発掘調査で初めて旧石器時代の東山系の剥片石器が発見され,注 目された。

調査は段丘上に東西に平行する幅 2mの トレンチを設け,遺跡の遺存状態や遺構の広が りを確認 し

ながら南北に直交する トレンチを設けた (第 15図 )。 その結果, 1ト レンチで 3棟, 3ト レンチで 1

棟, 7ト レンチで 1棟,計 5棟の竪穴住居を検出した。また, 4ト レンチ北側では,性格不明の焼土

を 3カ 所確認 した。この確認調査の結果を基に 2カ 所に拡張区を設け, 2棟の住居を調査 した。この

場所は,上市町教育委員会が昭和59年に広野用水の付替えのために発掘調査を行い, 4棟の竪穴住居

がみつかった部分の北側に当たる。そのため,今回の調査では10呑台の遺構番号を使用 した。

基本層序は, I層 ;黒色土 (耕作土), Ⅱ層 ;黒色土,Ⅲ層 ;暗黒褐色土,Ⅳ層 ;黄褐色土 (地山)

となり,包含層はⅡ・Ⅲ層である。

B遺 構

調査で発掘した竪穴住居はll・ 12号 の2棟で,13号 はプランの確認のみ行った。

11号住居 (SI■ ,第 16図) 平面形は長軸7.5m,短軸4.5mの精円形で,北恨1に漏斗状の穴 (直

径 lm,深さlm)を持つ。柱は8か ら9本 と考えられ, 2基の地床炉が設けられる。炉の周りの床

は,柱の間の2mほ どが固く締まっている。炉はそれぞれ50cmと 30cmの規模で 3～ 5 cm掘 り窪められ,

内面は良く焼けている。住居は, Ⅱ層から掘られており,推定される深さは35cm以上で,地山への掘

り込みは10cm程度となっている。遺物の多くは埋上の1層 からの出土で,第 17図 3が床面, 4が漏斗

状穴・床面からの出上である。

12号住居 (S112,第 16図)平 面形は長軸4.9m,短軸4.lmの精円形で,南側に漏半状の穴 (直

径0,9～ 1,3m,深さ56cm)を持つ。南側の一部は風倒木により撹乱を受けており,は つきりと確認で

きないが 6本柱と考えられ,一部の柱穴に重複が見られることから建て替えが行われた可能性がある。

また,炉の周りは lmほ どの範囲が固く締まっている。炉は, 2個 の河原石を中に敷き, 5個 の石を

組み合わせて作る小型の石組炉である。遺物は床面にはほとんど見られず,埋土から第17図 14が出土

している。住居の掘り込み面は, Ⅱ層からで,深 さは32cmほ ど確認できる。

C遺 物 (第 17～22図 )

土器には縄文中期前葉～中葉にかけてのものが見られるが,主体は前葉にある。器形は口縁部がキ

ヤリパー状になる 1・ 6,14・ 15,41～ 48な ど,胴下半部が膨らみ緩く外反する 2・ 4・ 8。 9・

17・ 32～ 40・ 52,直線的に外反する 3・ 5。 11。 19。 58～ 60・ 68,括れを持って外反する10。 25,胴

下半部が膨らみ口縁が内屈する21な どが一般的な形である。 1は胴上部に文様帯を持ち,国縁部は拳

状の突起と入り字状の突起を交互に付け,半裁竹管による区画内に格子目文様を施す。文様は同じ構

成を4度繰り返す。2は表裏2カ 所に渦巻く隆帯を口縁と底部から付け,B字状の文様を器面に施す。

文様は2単位。 3・ 5。 19は 口縁に入り宇状の突起が付 く深鉢。 4は爪形文,無文帯,爪形文を交互

ク
／



2 永代遺跡

に施し,胴下半部に縄文を施す深鉢。 6は弧線状に半隆起帯を巡らせ,三叉文や半裁竹管文を充填す

る深鎌で,口縁部の屈曲が強い。 8。 9・ 15は胴上部に蓮華文や無文帯を設け,下半部にB字状文を

施す。 8は S111と s113か ら破片が出土 している。また, 8の文様構成は2単位で,反対の文様は

口縁の半裁竹管が 1条多い 5条 となる。 7・ 12・ 53～ 57は信州系の土器で,新道式との関係が考えら

れるもので,鋸歯状や精円形の文様の中を連続 して刻む手法が特徴的である。16も 同様に信州系 と考

えられる。14は 口縁部に入 り字状の突起の付けられるもので,無文帯は 8同様刻まれる。胴上部には

遺跡名 時 代

刊 永代遺跡 縄文中期

2 野島遺跡 縄文前～後期

3 永代野遺跡 縄文晩期

4 片地遺跡 縄文

5 野島大門違跡 縄文中期

6 極楽寺遺跡 縄文前・中期

7 上極楽寺遺跡 縄文前・中期

8 丸山A遺跡 縄文中～晩期

9 眼目新丸山違跡 旧石器・縄文

10 丸山C遺跡 縄堂

11 丸山D違跡 縄文

９
生 丸山E遺跡 縄文晩期

13 丸山山頂違跡 不明

14 堤谷横山窯跡 奈良

15 堤谷ギス谷遺跡 旧石器

第2表 遺跡一覧

引   割

第15図 調査区及び遺構図 (1:500)

28

第14図 周辺の遺跡 (1:25,000)

12号 住居 (Sl1 2)
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第16図 遺構実測図 (1:60)
1. S111 2. S112
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2 永代遺跡

半裁竹管で弧文を描き,胴下半は蓮華文風に仕上げている。15。 18は波状口縁の深鉢で波頂部は握 り

拳状に作 られる。口縁下は半裁竹管で区画 した無文帯を配 し刻みを施 し,胴部から波頂部に向かって

渦巻 く隆帯が見られる。比較的隆帯の発達 した個体である。15は キヤリパー形が しっかりし,文様が

細かく丁寧に施されている。また,竹管文が細 く他の上器とは異なっている。10。 25は 大型の深鉢で
,

口縁部に入 り字状の突起を持つ。器面は全面に縄文が施される。特に25で は胴下半が LRの縄文で
,

胴上半の半分は無節の rの縄を施している。新崎式期の文様の 2単位を意識したものだろうか。また

この上器の内面には漆状の物質が塗られている。26・ 61～ 66は 口縁部に押圧縄文を施す深鉢で新崎式

の特徴となっている。49・ 50は有文系の波状口縁深鉢。20は 口縁がくの字に折れ,外反する台付深鉢。

22は胴部に羽状縄文を施す浅鉢。このような特徴は新崎式の古い時期に見られる。23・ 24は 素文系の

浅鉢で,直線的に外反する23と 内屈する24がある。71～ 73は有文系の浅鉢。74・ 75は 口径10cmほ どの

小型土器で,ヘ ラで削る質と縄文を施す75がある。有孔鍔付土器は5点 3個体が確認できる。86・ 87

は胴部片で幅広な隆起帯文様が施されている。88は 同一個体片。13は小型の鍔付土器で, S113の埋

土から出土している。胴部には連続する渦巻き文を配し,渦上に動物を意匠した文様が付けられてい

る。

76～81は 天神山式上器。一般的に渦巻き文様が特徴であるが,こ こでは弧線状に貼 り付けた隆帯と
,

半裁竹管文を主文様としている例が多 くある。77は小型土器。82～ 85は ,古府式土器。文様はヘラや

クシ状の工具で刻んでいる。84は横方向に撚 り糸を施す例で,内面がよく磨かれていることから浅鉢

の胴部片と考えられる。82は 東北の大木式土器の影響を受けた土器と考えられ,天神山式から古府式

にかけて県内でもよく見られる。

土製品には土偶 と腕輪状土製品がある。土偶は中空土偶の腹の部分で,足は付けられていないが ,

底の部分には焼成前に穴が穿たれている。また尻は平に作 られ,腹から尻にかけて数条の半裁竹管文

が施されている。腕輪形土製品は 5点 , 4個体分あり,径は 8 cmほ どの楕円形で断面は三角形で内側

が薄 くなっている。文様は付けられていない。

石器には旧石器時代のナイフ形石器,縄文時代の石鏃・石匙・石錘・磨製石斧・打製石斧・くぼみ

石・擦切具 。す り石 。砥石・石皿がある。中でも擦切具が多 く見られる。89は東山系のナイフ形石器

で,刃部と基部に押圧剥離による刃潰 しを行う。また打点に打面調整を行う。石材は珪質頁岩で包含

層出土。石鏃は4点みられ何れも凹基系鏃で,黒曜石を使用 している。94は小型の石匙。95～ 98は打

欠石錘で98は 大きい。99。 100は 定角式磨製石斧で刃部が欠損 している。99は 刃部に再加工痕がみら

れる。101～ 105は打製石斧で泥岩を使用 してお り全体に薄 く仕上げている。106・ 107は くぼみ石で両

面にくぼみが付けられ,す り石 としても使われている。このような使用例は多 く半数以上にみられる。

108は 断面三角形の河原石の一辺を利用するす り石で県内では前期から中期前葉に比較的多 くみられ

る。109。 110は擦切石斧の未製品で,109は分割された片側,1101ま分割途中の状態のもので,側面に

敲打痕がみられる。111～ 116は擦切具で砂岩を薄 く剥ぎ取 り狽I面 を調整 して使用 している。側面の刃

部は摩耗が顕著である。また,長 さ10cm前後で,刃部の幅が112・ 114の やや薄いタイプとやや大きい

15cm程で刃部の幅が厚いタイプの111・ 113・ 115。 116な ど2種類みられる。県内の遺跡では比較的出

土量が多い。117・ 118は砂岩製の砥石で,砥面がかなり湾曲する117と 表裏面を利用する大型の118が

あり,礫面が剥離されている。大型の礫面を使用 しながら分割 したりし,砥面を新鮮にしながら使用

されている。■9は砂岩製の石皿で,約 1/5を欠損する。一部に農耕による傷が残るが,側面に玉抱

き三叉文が彫 り込まれている珍 しい例である。

9θ
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第18図 遺物実測図 (=5～% 1/6, 27～例 1/3)
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2 永 代 遺 跡

D まとめ

以上,土器は蓮華文や爪形文と無文帯や半裁竹管文を組み合わせたいわゆる新崎式の特徴をもつ。

中でも口縁が直線的に開く4・ 8・ 9。 17な どでは,ほ とんど文様帯の配置や構成には変化はみられ

ない。また, 1に みられる格子状の文様にもこれらの要素からも特に異なったところはみられない。

2・ 6・ 9にみられる隆帯上の刻みは,爪形文と異なり綾杉状となっている。 2では渦巻き隆帯を文

様としている。その周 りにはB字状の文様が施される。8,9な どをみると口縁部に蓮華文や無文帯

を持ち,こ の文様は胴部文様として使われている。8,9と比較すると2は 口縁部の文様帯が省略さ

れている。 6では未発達の渦巻き文と三叉文が取り入れられ,天神山式に近い文様構成となっている

が,日縁部にみられる隆帯文は,新崎式のなごりである。 1では格子目文は半裁竹管を使い浅く沈線

風に仕上げている。 2・ 9を みるとB字状文の間はやはり同様に仕上げ,文様の施文方法の共通性が

みられる。また18に取り入れられた渦巻き文は,斜行し連続しながらつながるが,天神山式のそれと

は異なっている。波頂部にみられる突起も新崎式の入り字状突起の変化とも考えられる。14・ 18に み

られる無文帯などへの刻みは, 8に みられる丁寧な三角形から棒状工具による九いものに変化するよ

うである。20は 台付きの深鉢だが,新崎式期にはほとんどみられない。天神山式のものだろうか。当

該期の遺物は宇奈月町浦山寺蔵遺跡,婦中町鏡坂 I遺跡,庄川町松原遺跡などで出土しており,それ

らの資料との対比が必要と考えられる。この永代遺跡にみられる土器群とその様相が時間差として捉

えることができるのか,新崎式から天神山式への過渡的な土器群の組成として捉えられるかは判然と

しないが,土器様式の変遷過程を示す一つの資料と考えられる。 (酒井重洋)

引用 す参考文献

上市町教育委員会 1984 『永代遺跡J

上市町教育委員会 1994 『丸山B・ 眼目新丸山遺跡発掘調査IFA報』

小島俊彰 1974 「北陸の縄文時代中期の編年一戦後の研究史と現状―JF大境』第 5号 富山考古学会

小島俊彰 1988 「上山田・天神山式上器様式」『縄文土器大観』小学館
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婦中町教育委員会 2000 『富山県婦中町外輪野 I遺跡・鏡坂 I遺跡発掘調査報告』
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第Ⅱ章 発 掘 調 査

安居窯跡群

A 遺跡 の概要

福野町は富山県の南西部に位置し,北は小矢部市と砺波市に接し,東は井波町,西は福光町,南は

井口村に隣接する。地形的には,小矢部川左岸のわずかな丘陵部とその支流によって形成された平野

で占められている。

安居・岩木須恵器窯跡群は,小矢部川中流域に分布する窯跡群でも南側に位置し,福野町と福光町

にまたがる窯跡群で,蟹谷丘陵南西側の小丘陵中1.5～ 2.Okmの範囲に6支群が分布しており, 7～ 9

世紀にかけて16基 の窯が操業されている。

安居地内の丘陵では,昭和61年 に工業用団地造成計画が策定され,造成地内の上砂を東海北陸自

動車道の盛土として搬出し,跡地を民間会社の資材置き場に現在利用している。

この事業に関連して福野町教育委員会では,三件の本調査がこれまで実施されてきた。

昭和63年度には,工業用地の土砂搬出道路として丘陵裾部の五百歩遺跡が調査された。その結果,

縄文時代後期初めの気屋式一括資料と多くの上器や石器が出上した。この他にも弥生時代後期の遺物

や古代の建物跡が検出されている 〔林他1990〕 。また平成元年度には安居の大堤を利用し,福野マリ

ーナボート練習場造成に伴って大堤第 1・ 2号須恵器窯跡 (地下式)と灰層が発掘され,奈良時代中

頃の台付き環状瓶をはじめ多数の須恵器が出ている。更に平成 2年春には工業用団地造成にかかる丘

陵上から東斜面に立地する三基の墳丘墓 (第 2図,安居遺跡 4～ 6号墓)があったが, 5・ 6号墳は

すでに破壊を被っていたとのことで,遺存状態のよい4号墓の本調査が行われ,弥生時代後期末の方

形周滞墓を発掘し,土器と鉄器 (刀子)を検出している 〔林1990,1991〕 。

●

▲

日

現在確認できる窯跡

消滅した窯跡

古墳

遺跡名 時 代

1 安居窯跡群 古墳・奈良・平安

2 堂山遺跡
旧石器 縄文

奈良・平安

3 石黒墳墓 中世

4 安居D遺跡 弥生 古墳

5 要居城跡 中世

6 安居遺跡
縄文・弥生・古墳

奈良 平安

7 安居C遺跡 縄文

8 五百歩違跡
縄文 弥生・

奈良～室町

9 善法寺遺跡 奈良・平安

10 善法寺古煩群 古墳

堀池遺跡
縄文・古墳

奈良・平安

ク
」 三本松遺跡 縄文 奈良 平安

第 3表 遺跡一覧

|

靭ヽ
サ

第23図  周辺の遺跡
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3 安居窯跡群

上記の安居地区の丘陵では,墳墓や須恵器窯跡が築

かれ,更 に山麓から台地上にかけて,旧石時代以降 ,

縄文・弥生・古墳の各時代や古代 。中世に至る多 くの

遺跡群が確認されてお り,長い期間にわたつて人々の

生活が営まれている (第23図 )。

安居窯跡群については,福野町史の他に安念・林氏

等による各窯跡ごとの踏査による資料紹介 〔安念他

1985〕 ,或いは北陸の古代土器研究会では窯跡群全体の

概要と出土遺物の検討から各窯の編年が示されている

〔安念1988〕 。今回,発掘調査した須恵器窯跡は安居ロ

ノ部地内に存在し (第 24図 ),調査地区は昭和63年春 ,

西井龍儀氏により須恵器が採取された地点で,安居ロ

の部い 2号窯として報告された窯跡に該当する。この

たび発掘の二基の窯跡は,上記の経緯から安居ロノ部

い 1・ 2号窯と呼称する。

この北側約250m隔てた丸福瓦工場背後の丘陵裾部か

らは,昭和32年 に7世紀前半の須恵器甕片が採集され

ているが,こ の安居ロノ部に窯跡はすでに消滅した可

能性がある 〔西井1988〕 。

また,窯跡周辺の丘陵斜面には現在も墳墓・古墳が 5基残っており, 1・ 2号墳の側には町指定文

化財安居墳墓群の標柱が立てられている。 1・ 2墳は直径約13mの大きさをもつ円墳であり,墳頂部

がほぼ平坦な状態をなし高さ約1.5mと 低いが,山側に周溝を残している。 3号墳の円墳は約80m南

側に隔てて築かれ,今回新たに円墳と確認した第 1号須恵器窯跡の南側の古墳を8号墳と呼ぶことに

した。

B 遺 構

調査地は約20～ 25度の勾配を有する緩やかな丘陵斜面で,標高75～ 95mを測り,対象地の約30mの

粋内において古墳と須恵器窯跡各 2基 を発掘した。古墳は安居墳墓群として通し番号としたために,

先に報告したレポートでの 1号墳を3号墳に, 2号墳を8号墳に改める。

古墳 (第25図 )

3号墳 古墳は標高82～ 85mに 築かれ,規模は直径約 8mと小さく平坦な墳丘部に幅約0.9mの 周溝

が山側に巡る。古墳の中程に入れたTl試掘溝の断面では,表土や自然堆積層の下に05～ 0.8mの地

山層を含む盛土層があり,円墳中央に上方で幅3.5m,下方の地山面で幅2.5mを 掘りこんだ墓城用の

盛上がほぼ水平に盛土されている。

8号墳 古墳は3号墳の南方21m隔てた標高78～ 82.5mの斜面に築かれる。T6・ 7の 2カ 所に試

掘溝を入れ山側の周溝から,高 さ約 lmの平坦な墳丘をもつ直径約 9mの 円墳と確認した。

遺物はT6か ら須恵器甕口縁部等が出ているが,須恵器灰層の遺物の可能性もある。

須恵器窯跡 (第 24・ 25図 )

窯跡は同一斜面の延長上にあり,先行する 1号窯跡が下方に,後出の2号窯跡が上方に築かれる。

1号須恵器窯

第24図 地形と発掘区
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第Ⅱ章 発掘調査

窯跡は,標高79～ 85.5mを 測る約20度の勾配をもつ斜面に直交 し築かれる。 1号窯では窯前庭部上

層やその周辺一帯にまで,上方の 2号窯跡から廃棄された灰層遺物が広がっている。

規模 窯体の一部を発掘 したため,全体の長さは推定で■.5m,窯 の主軸方向は西に89度 を向き,

煙出し付近で標高86.5m,焚口底面の標高79,7mを 沢1る 。前庭部の大 きさは幅約4.5m,長 さ約5mあ

り,下方の灰層は後世の上取 りにより,主要部がすでに消失 しているようである。

窯体 煙出し付近の 8。 9区の調査では,表上下層の黒褐色土に2号窯の須恵器が多 く出土 し,包

含層の調査に留めた。このC8・ 9区の灰層から多 くの須恵器の他に土馬・土錘・陶棺が検出された。

K一 K′ セクションでは,南側寄 りに位置する窯体の幅が1,2mと 狭 く,床面まで掘 り下げていない

が,下層から杯・蓋がまとまって出てきた。窯体北側には煙出しから斜面下方方向に窯体 と平行 し伸

びる排水溝にあたる深い落ち込みを確認 した。

焼成部 L― L/セ クションでは,遺構検出面から床面まで2.5mと 深 く,床面幅も2.Omと 広 く,地

山酸化面は床面と両側壁1,Omの 高さまで残 り,側面上部から天丼部の酸化部は窯体下部に崩れ落ち,

その上層に堆積する8～ 18層が主に天丼構築土層とみられる。なお,床面には北側壁面に沿って,幅

0,3mの排水溝が配置され溝上に甕体部片が敷き並べ られていた。 また,窯体外の北側に隣接する溝

は,上部幅1.5mの落ち込みをなし,煙出しから連続する排水溝または作業用溝 とみられ,更に窯体

に沿って下方に伸びて狭 くなり,深 さも徐々に浅 くなっている。

燃焼部M一 M/セ クションでは,遺構検出面から床面まで1.7mと 深 く,底面は砂層に覆われる。

床及び窯の幅は1.3mと 焼成部に比べ狭 くなり,側壁の酸化面は08mの高さまでで,床面から少 し湾

曲した壁面である。 7・ 8層 は側壁等の崩壊上で, 4～ 6層が天丼構築土とみられる。

焚口N一 N′ セクションでは窯幅が1.7mと 燃焼部に比べ少 し広いが,側面の高さが0.9mと 低い。

炭層または炭を多 く含む層 (12・ 13,17層 )は ,下層に薄 く存在 している。

前庭部は焚口前に広がる窯操業の作業用スペースであ り,平面形が隅九方形をなし幅・長さが約

4.5mの 大きさをもった最終操業時の形態で,焚口から1.Om隔 てた南側隅は地山を決 り込んで広 くし,

また北側隅に直径約0.7mピ ットを設けている。

前庭部中程のO-0/セ クションでは,0.5mの 間隔を置いて上下に炭層が存在する。上面の 4層

(調査時31層 )は 1号窯の最終灰層にあたり,下面の12層 (調査時38層 )以下は操業当初の炭層に該

当し,更にその二層の間に炭化物を多 く含む三つの層が確認でき,焚口の土層と状況が異なり何回か

にわたる掻 き出しの灰層が確認できる。北側の壁面にあたる下層の13層 (調査時44層 )か ら4～ 7,

14等の蓋や杯 H等操業当初の須恵器がまとまって出上 している。前庭部末端部にあたる I― 1/セ
クションでは,最終時灰層にあたる 8層 の上層に窯から掻 き出した焼土粒を含む責褐色土を盛 り上げ,

高 くなった箇所を含め前庭部の一部として利用 している。

また,前庭部の1,Om隔てた南側には,上幅3.Omで深さ lm程の溝状の掘 り込みがあり,窯の掻 き

出し上が堆積 している。全体の規模は明らかでないが,窯の補修用採土跡とも考えられる。

1号窯の縦断 C― C/セ クションでは焼成部の床面勾配が約26度 ,地下式で床面から天丼までの

高さが1.4m程 を有 し,焚口近 くは半地下式の構造であったことを示 している。また,前庭部には操

業初期の灰層38層 と最終時の灰層30層 があり相互関係がわかる。

遺物 1号窯の出土遺物は少なく,床面からのわずかな遺物は焼成部北側のつ1水溝上に敷かれた甕

片が殆どであり,前庭部では下部灰層から最終灰層までに含まれた須恵器である。窯跡・前庭部上面

の遺物は 2号窯の灰層の広が りに伴うものである。ただ,調査後の整理作業では,前庭部両側のT2,

孝′
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第25図 トレンチ配置図及び遺構図 (1:400)
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3号墳南北セクション平面図

8号墳

E― EI

セクション (南北 )

1～ ]ワ 吉墳盛土
13～23 墓J7i盛土

I iOYR″ 2黒禍色土 (表■)

コ iOYR4狛 褐色土
Ш 10YR2/3黒 褐色土
]75YR4 4褐 色粘質主 (粘性強い,明 黄獨色土粒5%混 )

2 10YR3れ暗召色■
3 10Yψ潟黒褐色■ (明責召色土粒5%混 )

4 10YR2/4黒 褐色■ (炭粒2%混 )

5 10YRS/6黄 禍色IIh質 土

0 10YRν4暗禍色土
■10YR2/3黒 褐色土 (6カ

t20%混
)

a10YR2/2黒 褐色土 (炭粒5%混 )

9 10YR3/4暗 褐色土 (やや黒い)

10 10YR3れ 暗褐色
=(や

や粘性あり,1が 10%混 )

l110VRV6褐 色粘質■(地山よりしまりなし)

12 10YRV備 色粘質土(暗褐色粘質■30%混 )

13 10YR4/74暗 獨色土 (白色■2%,皮 5%混 )

14 111YV4暗 獨色主 (15を 20%混 )

15 1drR4/6暗 獨色土 (やや活性あり)

16 10YR3独 暗褐色土 (14よ りやや鷲ヤ∋
1725Y7″灰黄色粘質土(暗褐■10%混 )

1&75YR4/4召 色粘質■ (灰黄色粘質±30%,地 山粘質上ユ0%混 )

1'75YR3ρ ttlB色 粘質土 (灰黄色粘質±30%,炭 2%混 )

21125Y7カ灰責色粘質土
2110Y印 /4褐 色粘質土 (白色主粒2%混 )

"lCrR2/3黒
獨色土 (炭 10%毘 )

9375Y4/4褐 色粘質土(灰黄色粘質±20%,地 山■10%混 )

8号墳  B― BI セクション (南北 )

I IOYR"黒 褐色■ (表■)

I IOYR4ぉ 褐色土
Ⅲa 10YR3お 暗褐色粘質土
Ⅲb iOYRV4渦色粘質主
1 10YR3れ 暗禍色お質土 (盛■,地山より暗い)

2 10YR4/6褐 色粘質土

第26図 遺構実測図 (1:80)
3号墳 8号墳

42

8号墳

8号墳 C―C セクション(東西 )

一一一一一一

iOYR″2黒褐色■ (表■)

10YRV6褐 色土
10YR3/3暗 褐色粘質主

10i R3/2黒 獨色粘質土

10YR4/0褐 色粘質土

IOYR4お 黒色粘質土

10YR3お 暗褐色粘質土

(明黄褐色 黒褐色粘質■,灰 自色土Ii混 )

6 10YR4/6褐色粘質主



窯壁片        【'

1号窯焼成部 L一 Liセクション

(Tl,A・ B・ C6区 )

I 10YR2/2黒禍色土 (表土)        =
H ユOYR4/6暗 褐色土            =
HtユOYR2/3翻色土            =
IユOYRIマ/ユ褐色土 (仄層,須恵器を多く含む)≡
2 25YW6黄 生活質と (炭を少し混)    =
a25VV4浅 黄色土           =

(及 還元粒 須恵器を多く合も)

■ 25YR8/4浅費色■

(炭 5%.灰 自土 減黄栓土粒を混)    =
&鵡

渥誘窃籠勇島電崖坊,明褐色粘質±2%混)三

1号窯前庭部  0-0セ クション (A・ BoC2区 )

I IOYR2/2黒褐色土 (表■)

Ⅱ ユOYR4/6暗 獨色上
Ⅲ ユOY砂/3黒 獨色上
1 10YR3/3暗 褐色上
2 10YR4/4召色土 (炭3%混 )

a lttR2/3黒褐色■ (炭2%混 )

■ 10YR3/1黒 色■ (皮届)

5 10Wlγl黒網色■(決働%,明赤褐色■3%,浅黄ζ迂■1%温 )

1号窯 窯 尻 付 近  K― Kl・ K― K山・K― K出
!セ

クション

I IOYR3/2黒 褐色土 (表土)

Ⅱ IOYR4/6掲 色と
皿 IOYR2/3黒 褐色土
1 10YR3/3暗 褐色土 (黒褐色■4006混 )

2 10YR2/1黒色土(炭賜 ,暗赤禍色■粒1嚇 ,に ぶい黄澄色粒10%混 )

a10YR3″黒褐色土 (炭 1%混 )

■10YR3/4暗 褐色土 (1こ然い資橙色土粒3%混 )

,■5YRク 4鶴色■ (炭 5%〕こぶい黄澄色土粒10%混 )

0 10YR4お渦色土 (炭10%,にぶい黄澄色土粒5%滉 )

■10YR6/4におい黄橙色活質土 (炭 5%,にぶい賓橙色■粒2%混 )

&■5YR4独僑色粘質土 (災5%,暗 赤褐色■粒2%混 )

α iOYR4/61B色 粘質■ (炭5%,にぷい黄澄色土粒2%混 )

10 10YR3/1黒 色土 (炭層)

11 10YR7/4に ぶい黄橙色粘質土(7eti31%混 )

12 75YRS/6明 褐色粘質土
1310Yこ■燻 色土 (炭1%温 )

14 10YR2/2黒 褐色土 (炭 3%,にぶい黄澄色土蔵5%混)

15 10YR4/3によい責橙色消費土 (炭 9%,にぶい黄造色■■5%混 )

16 10YR4/4黒 褐色土 (炭5%,にぶい黄橙色主粒1%滉 )

Mそ ;躍緒 :腔髯T暫磐老£0塚継
こぶい責橙色湧%動

1号票体燃焼部  M一 M'セ クション (B・ C4区 )

I IOYR2/2黒褐色土 (表■)

工a10YR4/6暗欄色土
Hi10YR3/3暗褐色粘質上
411び rR4/48色粘質上
IラうYRν 4浅黄色■ (灰 白色■,浅黄澄色土粒混)

2 10YR5/41こがい黄褐色土 (駿イヒ土粒を少し混,しまり歌質)

3 10YR2/ユ 黒色粘質土
4 10YRe/4暗褐色粘質土 (炭 2%混)

,お YR4/43色 務質■
6 10VR5/4にぶい黄禍色土 (地 山土に似る,天丼落下土)

π 醐 ヒ土層(窯壁の一部)

8酸イヒ握元土層 (大きな塊の窯壁語下物 )

9 25YR5/1黄 灰色土 (細砂層に木炭を多く合3)
10 5CY6/1オ リーブ仄色■ (砂層に多くの選元土粒を含む)

1号窯交 口N一 NIセクション (B,C4区 )

1 10Yワ 21黒褐色土 (炭2%混 )

2ユOY酌/4暗 褐色■ (炭 1%混)

&ユOYR4/3に ぶい黄褐色土 (炭1%混 )

■ 25YR3/4浅黄色■ (灰白色■,浅黄澄色土粒を少し混)

5 25YR3/4浅 黄色■ (コロ■の縦乱)

S iOY硝/4によい黄召色務質土

(黒色■5%,灰 白■5%,明 赤褐色単 %混 )

■ lllYR4/4褐 色■ (淡責色■Wl%)
S酸イヒ土(班山の焼けた■)

,10YR5独 Iこ ぶい寅褐色■ (酸化土粒少し混)

lα 7うYR3//8暗 褐色■ (灰少し混,しまり軟質)

11 75YR4/m色 粘質■ (炭 3%,淡 費色土粒1%混 )

127う Y酪力黒獨ti(炭 20%混 )

la 10YR3/ユ 黒色■ (災層,暗赤褐色粘質■2%混 )

1■ 5YRν 6暗赤禍色粘質土
la 10YR2/1黒色土

(炭1%,暗赤褐色粘質■1%,淡責色土粒1%,窯墜8%滉 )

16 111YRν l黒色土

(炭層,暗赤褐色粘質ユ19/9,褐 色■粒1%,案整2%混 )

17■5YR2/1褐 色■ (友211%,暗赤偶色■e%混 )

(炭1%,灰 白粘質■2%,明褐色■lo%,

褐色粘質とユ5%混 )

810Ⅵおお黄褐色粘質■ (灰由活質土iO%混 )

1021 ■5YR4/48色 粘質土
11 75YRr。 /8明禍色粘賃土
12 10YR4/6褐 色粘質土 (炭1修,灰白粘質■3%,黒 褐色楷質■5%混)

14 10YMお褐色粘質土
1010Y単お褐色粘質土 (炭1%,灰 白粘質土卿%,研褐色■10%滉 )

18■ 5Y硝 /8明 獨色粘質■ (灰白粘質±2%混 )

鉤 酸化窯璧片
22聞 ヒ選元土層 (寮整天丼袖 枚の重なり)

鰤一‐

6Ш剛環絶 版 土候駆 1勝艶 封喉 絶 粒れ%,窯 艶嘘 )

■ 1∝Rν4暗褐色土            鞭

ユ 10YR3/2黒 褐色お質土 (炭 20%,褐 色粘質■10%,明赤PB色 ±3%,索 壁2%混 )

0■5Y馳 /41B色 消質土 (炭 3%,浅 黄色±1%,明赤褐色■10%混 )

lll iOYR4/6褐 色粘質土(皮1%,浅費色■5%混 )

11 10YR2/8黒 褐色土 (炭 1%混 )

12 10YR3//3暗 褐色粘質■(Jt40%,明 資欄粘質ウ %,明 赤褐色■5%.窯 雪1%混 )

13 75YR4/4褐色粘質と(炭%,窯獲90%混 ,調査時

“

層初期掻きTHじ 土)

1■ 1戯Rン4に ぶい責褐色粘質主(炭 五%,浣責也土I13%,明赤福ζ■1%混 )

■継躙 緒擁隷築時の嶺き出したり1く

一

三

―
2お Y勲/6褐色土
3 75YR2/1黒色粘質土 (炭1%混 )

2号窯体・T8 6-G'セ クション
1 10YR2/2黒 褐色上 (表■)

Ⅱ 10YR4お 褐色土
Ⅲ 10YR2/3黒 褐色土
ユ～6 索体堆積± 7～ 10 自然堆積土

蕪体構築帝の振き出し■

熊体構築時の概き出し上
I'

1号窯前庭部・T5 :― ドセクション (A・ B・ C2区 )

1 10YR2/2黒 得色土 (表■)

巨 ユOYRV6暗禍色土

0       1       2       3      4m at ioYR2/3黒 獨色土(18層 )

隔市下~+~~~ニトーーー+―――引 〕器監罵艶猥弥巖羅名謡殿ゃゃ赤み強→

脂下へ
。l l ll

3ユ叫 RV4褐色土
41叫 R4/6褐色土
5 75YIlν 6明褐色粘質土 (1こぷいAetttio%混 ,蕪体構築時の振き出し■)

67うYR4/4獨 色上
7 75YR5/6明褐ti(によい黄澄ti磁 ,暗赤召色土蔵甥混,窯体絡集時掻き出し上)

&10YRν ユ黒褐色■ (及40%混 )

9 10YR3/ユ黒福色土 (炭5%混 )

10 10YR4/6褐 色粘質土 (炭1%,におい黄橙色粘質■5%混 )

11■ 5YR5/6明 褐色土 (整乱層 )

1210Y炒 /1黒色土 (友 2%,褐 色土粒8%混 )

1910Y影″黒褐色■ (炭1%,褐色土粒3%混 )

1■ 10YR3浴 贈召色■ (友1%,鶴色土粒1%混 )

IS i¨ Y貶/察僑色上 (炭5%,暗 赤召色土粒SO%,暗 帝灰色粒5修混)

10 10YR2/1黒 色上 (炭ワ0%,暗 赤福色土粒IO%混 )

4アFOYR76褐 色粘質土 (灰白色粒2%混 )

5 7WR4/6褐 色粘質土 (灰白色粒2%,明 赤褐色■蔵1%混 )

0 75YR4/4褐 色粘資■ (淡責色土粒1%混 )

■ 75YR4/4褐色粘質■ (灰白色土粒211%混 )

,75YR5/8明 褐色活質土 (灰百色土粒8%混 )

9 75YR5/6明 赤召色砂質■ (灰 白色土粒ユ0%,黒 色■10%混 )

ll1 10YR5/6黄褐色土 (灰白色土粒,%,明 赤褐色±1%.黒色■1%混 )

2号窯体・T3 H― Hlセクション
I iOYRν ?黒褐色土 (表■)

コ 10YR“褐色上
1 10YR3/1黒 褐色土

4仏OrW6明 召色粘質土 (炭5%混)

5 iOYψ /1黒 色土 (炭 15%,褐 色粘質■30%.明 赤褐色土粒ワ%,灰 自色粒2%混 )

0■ FoYR4/4褐 色粘質土 (灰 白色■粒311%混 )

■ 75YR4/4褐色粘質■ (炭 1%,灰 白土粒2%混 )

8 75YRシ6明縛色粘質上 (灰 白土粒5%混,地山,黄色味強い)

0 75YR5/6明 召色粘質と (灰 白色粒ユ%混 ,8よ りやや暗い)

2ヱ5YR3/1黒 褐色土 (明赤褐色土粒2%,灰 白色土粒2%滉 )

&10YR2/1黒 色■ (炭20%,明 赤褐色土粒3%,灰 白色土粒8%混 )

第27図  遺構実測図 (1:80)
1号窯 2号窯

1■ 10YR3/3暗 褐色粘質■ (炭2%,にぶい黄橙色粘質■1%混 )T
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第 Ⅱ章 発 掘 調 査

T5の須恵器と互いに接合する個体も存在した。

2号須恵器窯 (第 25。 27図 )

窯跡は標高90.0～ 96.Om付 近に位置する。T3では長さ10mに わたり表土から0.5～ 0.6mの 深さまで
,

灰層が存在し多くの須恵器を含む。トレンチのほぼ中間では地山面が一端上がり灰層が三分されるが,

灰層上面の斜面に入れたT4では南端寄り2.5mに落ち込みがみられ,北側は自然堆積層である。こ

の落ち込み下層からは須恵器 2点が出ており,側壁や還元土等を確認していないが立地から2号窯跡

とした。窯の規模は床面・煙出しが未確認であることから長さや幅が不明である。

2号窯の灰層は斜面下方80m付近で, トレンチの発掘から1号窯の主軸のおおよそ北側12m程まで

と,南側が 7m程 まで広がっていて,更 に周辺にもまれに散布している。

土師器には還元焼成された2号窯とした甕片約80点がある。その出土は 1号窯焚口近くの前庭部か

ら52点,T5の溝状落ち込みから21点が検出され,還元焼成甕の約 9割が 1号窯の前庭部周辺に集中

している。この他にはC8区が 1点 とT3から2点の検出がある。また酸化焼成の上師器は少なく先

述の各地点から1～ 2点が出ていて,酸化焼成品は退元焼成品の 1割 と少ない量である。従来,須恵

器窯跡からの還元焼成土師器の出土は,窯 を利用し土師器焼成が行われた結果を示すものと考えられ,

土師器と須恵器の生産集団に携わる相互の交流を示すものと理解されている。

なお,西井氏報告の遺物採集地点は主にA2区付近と現地で伺い, 2号窯の遺物とみられる。

C 遺 物

遺物には須恵器窯の操業に伴う須恵器と若干の土師器等の他に,古墳時代や平安時代の上器がわず

かに出ている。 1は T3の灰層から出上した土師器の有段口縁壼で4世紀代である。 2は A4区出土

の上師器高杯であり3～ 4世紀に属する。 3は B3区上層から出土した土師器杯底部で,外底面に糸

切り痕があり9世紀代に含まれる。

1号窯 (第30図4～ 32,34・ 35,第33図 193・ 195,196,第 35図309)

遺物は出土位置,層位から大きく三分される。最終操業時に伴うものは床面 。前庭部下層・T5最

下層出上の12・ 16・ 17で ある。初期操業時のものは前庭部下層 (調査時44層 )か らの4～ 7,9。 11・

14。 19・ 20,24・ 26～ 31・ 198であり,その他は最終操業時に先行し,出土層位が前庭部下層からで

あるが,中下層出土品は2号窯に含め取り扱ったものもある。

杯H14は受部径が12.8cmで ,12の蓋が口径11,4cmと 小型化している。4～ 10の蓋は口径が13.0～ 14.6

cmと 幅があり,頂部と屈曲する稜には浅い沈線を引き頂部のほぼ全面を箆削りする。4～ 6は宝珠形の

摘みを付け,7～ 10は摘みを欠いている。有蓋の高杯と考えたいが,組合わさる杯部がなくセット関

係は不明確である。11は 口径11,Ocmの完形蓋であり,摘み以外は器形 。調整方法が類似する。杯 G蓋

15～ 17は 口径9.0～ 10.5cmの 大きさで内面返りをもつ。18の椀は九いタト底面を箆削りする。また,19・

193の鋭は体部に浅い凹凸を巡らせ金属器模倣器種とされている。20・ 21・ 195は 高杯杯部であり,共

に口縁部がわずかに外傾し,195は外面の稜に別個体の口縁部が付き内面に溶淳を付けた焼台転用品

である。22は発掘品中唯―の醜の口縁部,24～ 26は 平瓶の口縁部である。271ま 広口董で底部を箆削り

する。28～ 301ま甕の口縁部であり,31は焼き歪み,内面に細同心円文叩きを施しており,こ の破片は

T2に まで広がり散布している。32,35は土師器の還元焼成を受けたもので,32は甕,35は鉢であり,

34は 酸化焼成の奏である。

2号窯 (第30～ 39図 33・ 36～ 192,194,197～ 308,310～ 418)

杯H(39～ 56)蓋 39～ 451ま 口径9.7～ 11.Ocmで器高3.1～ 3.5cmで あり,44の ように外面頂部に箆切り

イ_f


